
書

評

間
野
英
二
著

『
バ
イ
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
の
研
究
』
皿
訳
注

近
　
藤

治

　
間
野
英
工
学
が
一
九
八
三
年
に
磯
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
漏
の
第
一
部
「
フ

ェ
ル
ガ
ー
ナ
章
」
の
全
訳
を
『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
駈
第
二
二
号
に

発
表
さ
れ
た
と
き
、
た
ま
た
ま
そ
の
年
の
噸
史
学
雑
誌
』
の
「
回
顧
と
展

望
」
を
担
当
し
た
私
は
、
第
二
部
、
第
三
部
邦
訳
の
続
編
が
期
待
さ
れ
る
と

し
て
、
「
こ
れ
ら
が
完
結
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
い
ず
れ
の
語
訳

業
を
も
超
え
た
最
良
の
日
本
語
版
を
も
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ

て
お
い
た
（
第
九
三
編
第
五
号
、
一
九
八
四
年
）
。
間
野
氏
の
倦
む
こ
と
の

な
い
持
続
的
な
努
力
に
よ
っ
て
邦
訳
は
完
結
し
、
私
た
ち
は
最
も
信
頼
の
で

き
る
最
良
の
訳
書
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
本

書
で
あ
る
。

　
間
野
氏
は
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
の
研
究
㎏
1
・
H
と
し
て
、
鶴
瀬
な
校

訂
本
（
一
九
九
五
年
）
と
総
索
引
（
～
九
九
六
年
）
を
す
で
に
公
に
さ
れ
て

い
る
。
本
書
は
、
原
本
の
形
に
最
も
近
づ
き
え
た
と
さ
れ
る
苦
心
の
作
の
校

訂
本
に
基
づ
い
て
、
総
索
引
を
最
大
限
に
利
用
し
な
が
ら
遂
行
さ
れ
た
日
本

語
訳
な
ら
び
に
注
釈
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
間
野
氏
が
「
は
じ
め
に
」
で
、

「
本
書
は
少
な
く
と
も
翻
訳
の
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
存
在
し
た
『
バ
ー
ブ

ル
・
ナ
ー
こ
の
翻
訳
各
書
の
水
準
を
か
な
り
越
え
、
バ
ー
ブ
ル
の
記
述
内

容
を
、
原
文
に
よ
り
近
い
、
よ
り
忠
実
な
形
で
読
者
に
伝
え
え
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
」
と
並
々
な
ら
ぬ
自
信
を
も
っ
て
述
べ
て
い
る
よ
う
な

形
で
、
読
者
の
前
に
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
書
は
、
校
訂
本
、
総
索
引
と
同
様
に
、
実
に
巨
冊
で
あ
る
。
通
例
の
判

型
よ
り
も
大
判
の
B
五
判
に
し
て
、
七
七
〇
頁
に
至
る
。
訳
注
本
文
の
前
に

は
英
文
摘
要
と
解
題
が
配
さ
れ
、
後
に
は
付
録
、
系
図
、
文
献
目
録
、
索
引

が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
地
図
五
葉
と
図
版
＝
点
が
本
文
各
所
に
挿
入
さ

れ
て
い
る
。

　
解
題
は
、
校
訂
本
の
序
論
と
併
せ
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
理
解
し

や
す
い
も
の
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
解
題
だ
け
を
読
ん
で
み
て
も
、
読
者
の

知
り
た
い
と
思
う
こ
と
が
ま
る
で
痒
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
よ
う
に
、
明
解

に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
二
「
政
治
情
勢
－
諸
勢
力
の
説
明
」

は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
以
下
諸
勢
力
の
興
亡
す
る
中
央
ア
ジ
ア
史
の
簡
に
し
て

要
を
え
た
概
説
と
な
っ
て
お
り
、
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
こ
を
理
解
す
る
た

め
の
政
治
的
背
景
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
三
「
バ
ー
ブ
ル
の
生

涯
」
は
、
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
こ
本
文
を
も
と
に
し
て
彼
の
生
涯
中
の
諸

事
跡
が
細
か
な
項
目
毎
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
バ
ー
ブ
ル
の
簡
便
な
小
伝
と

し
て
最
上
で
あ
る
。

　
解
題
四
「
文
人
と
し
て
の
バ
ー
ブ
ル
」
の
と
こ
ろ
で
は
、
訳
者
は
バ
ー
ブ

ル
が
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
の
他
に
、
少
な
く
と
も
四
種
の
著
作
、
す
な

わ
ち
『
ム
バ
イ
イ
ン
隔
『
韻
律
論
（
ア
ル
ー
ズ
・
リ
サ
ー
ラ
ス
）
撫
『
詩
集

（
デ
イ
ー
ワ
ー
ン
）
』
『
ワ
ー
リ
デ
ィ
ヤ
・
リ
サ
ー
ラ
ス
』
を
残
し
て
い
た
こ
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評書

と
を
、
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
訳
者
は
『
東
洋
史
研
究
』
第
五
七
巻

第
一
号
（
一
九
九
八
年
）
に
発
表
し
た
論
文
「
テ
ヘ
ラ
ン
・
サ
ル
タ
ナ
テ

ィ
ー
図
書
館
所
蔵
の
『
バ
…
ブ
ル
著
作
集
』
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
右
の

四
種
の
著
作
の
他
に
『
五
〇
四
の
リ
ズ
ム
』
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
『
バ
ー
ブ
ル
著
作
集
謡
に
収
め
ら
れ
て
い
る
咽
バ
ー
ブ

ル
・
ナ
ー
マ
』
が
、
ロ
シ
ア
の
ス
ル
タ
ー
ノ
ブ
が
い
う
よ
う
な
バ
ー
ブ
ル
生

存
中
の
写
本
で
は
全
く
あ
り
え
な
い
こ
と
を
明
解
に
論
駁
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
本
書
の
解
題
で
も
簡
単
な
指
摘
は
さ
れ
て
い
た
（
解
題
部
五
～
頁
脚

注
）
。
　
こ
の
他
に
解
題
で
は
、
轟
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
睡
研
究
小
史
」
「
岡
バ
ー
ブ

ル
・
ナ
ー
マ
』
の
構
成
と
内
容
」
「
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
の
価
値
」

「『

o
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
の
影
響
扁
が
そ
れ
ぞ
れ
順
を
追
っ
て
説
明
さ
れ

て
い
る
。
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
…
マ
』
の
価
値
と
し
て
は
、
文
学
作
品
と
し
て

の
価
値
と
歴
史
の
史
料
と
し
て
の
価
値
と
の
一
一
重
の
価
値
が
あ
る
と
さ
れ
る

が
、
と
り
わ
け
同
時
代
史
の
史
料
と
し
て
の
価
値
は
無
限
で
あ
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
る
。
ま
た
『
バ
…
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
駈
の
影
響
の
も
と
に
著
さ
れ
た
同

時
代
史
的
な
回
想
録
と
し
て
、
ミ
ー
ル
ザ
…
・
ハ
イ
ダ
ル
の
魍
タ
ー
リ
ー

ヒ
・
ラ
シ
ー
デ
ィ
ー
睡
、
ペ
ル
シ
ア
語
史
書
の
噸
チ
ョ
ラ
ー
ス
史
潮
、
グ
ル
・

バ
ダ
ン
・
ベ
ギ
ム
の
『
フ
マ
ー
ユ
ー
ン
・
ナ
ー
マ
匝
、
ジ
ャ
ハ
ー
ン
ギ
ー
ル

の
『
ト
ゥ
ー
ズ
キ
・
ジ
ャ
ハ
ー
ン
ギ
ー
リ
ー
』
等
の
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

　
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
の
本
来
の
書
名
が
『
ワ
カ
ー
イ
ー
臨
（
出
来
事
、

諸
事
件
の
意
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
訳
者
が
校
訂
本
の
序
論
に
お
い
て
す
で

に
明
ら
か
に
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
で
は
バ
ー
ブ
ル
自
身
は
本
書
の
中

で
、
こ
の
書
物
を
何
と
読
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
翻
訳
に
よ
れ
ば
、
文

字
通
り
「
こ
の
書
物
」
と
読
ん
で
い
る
場
合
も
あ
る
が
（
三
九
頁
）
、
多
く

の
場
合
は
「
こ
の
史
書
」
（
三
一
、
五
五
、
九
五
、
二
四
六
、
三
一
六
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

〇
六
頁
）
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

　
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
は
、
第
一
部
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
（
中
央
ア
ジ
ア
）
、

第
二
部
カ
ー
ブ
ル
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
）
、
第
三
部
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
…
ン

（
イ
ン
ド
）
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
間
野
氏
の
明
断
な
筆
致
に
よ

る
名
訳
と
い
う
こ
と
も
与
っ
て
、
こ
れ
ら
三
部
の
記
述
内
容
に
は
興
味
深
い

と
こ
ろ
が
数
騰
り
な
く
あ
る
。
だ
が
紙
数
に
制
約
が
あ
る
た
め
に
、
今
回
は

そ
れ
ら
の
紹
介
を
控
え
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
本
書
の
巻
末
に
は
、
付
録
と
し
て
カ
ー
ヌ
ワ
…
ハ
の
戦
い
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦

九
三
四
年
関
係
、
九
三
五
年
関
係
、
バ
ダ
フ
シ
ャ
ー
ン
情
勢
お
よ
び
フ
マ
ー

ユ
ー
ン
の
病
と
バ
ー
ブ
ル
の
献
身
、
バ
ー
ブ
ル
の
死
、
の
短
編
十
五
編
が
収

め
ら
れ
て
い
る
（
六
〇
九
－
六
二
一
二
頁
）
。
ア
ブ
ル
・
フ
ァ
ズ
ル
の
『
ア
ク

バ
ル
・
ナ
ー
マ
撫
に
見
え
る
バ
ー
ブ
ル
関
係
の
記
事
を
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
で
要

約
し
た
も
の
が
、
ロ
シ
ア
の
N
・
イ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
編
の
『
バ
ー
ブ
ル
・

ナ
ー
こ
カ
ザ
ン
本
（
一
八
五
七
年
）
の
末
尾
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

チ
ャ
ガ
タ
イ
語
の
文
章
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
は
、
現

存
す
る
欄
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
騙
に
は
欠
け
て
い
る
雪
道
を
も
提
供
す
る
も

の
で
あ
り
、
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
系
図
と
し
て
は
、
テ
ィ
ム
ー
ル

朝
略
系
図
、
モ
グ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
・
ハ
…
ン
家
略
系
図
、
バ
ー
ブ
ル
関
係
略

系
図
の
三
つ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
本
書
を
読
み
進
む
う
え
で
役

立
つ
こ
と
甚
だ
し
い
。

　
バ
ー
ブ
ル
及
び
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
関
係
文
献
目
録
（
六
二
九
－
六

六
七
頁
）
は
、
内
外
の
関
係
文
献
を
包
括
的
に
網
羅
し
、
そ
れ
ら
を
辞
書
、

文
法
書
、
文
学
史
、
バ
ー
ブ
ル
の
著
作
、
バ
ー
ブ
ル
の
著
作
以
外
の
｝
次
文
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献
、
バ
ー
ブ
ル
関
優
茨
文
献
、
外
国
語
二
次
文
献
、
日
本
語
二
次
文
献
に

分
け
て
整
理
、
紹
介
し
て
お
り
、
本
書
の
価
値
を
一
段
と
高
め
て
い
る
。
ま

た
全
体
で
五
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
索
引
（
六
六
九
－
七
一
九
頁
）
は
、
人
名
索

引
、
地
名
索
引
、
民
族
・
部
族
・
幽
身
地
名
索
引
、
事
項
索
引
、
動
植
物
名

索
引
に
分
け
て
配
列
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
本
書
の
価
値
を
い
や
が
上
に

も
高
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
索
引
の
う
ち
、
例
え
ば
事
項
索
引
は
本
書
中
に

含
ま
れ
る
様
々
な
術
語
を
網
羅
的
に
整
理
、
配
列
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に

よ
っ
て
そ
れ
ら
が
説
明
さ
れ
て
い
る
注
記
を
探
し
て
参
照
す
れ
ば
、
訳
者
に

よ
る
適
切
な
術
語
解
説
集
と
し
て
、
辞
典
的
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

二

　
本
書
は
、
望
み
う
る
最
良
の
訳
者
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
学
界
と
読
書
界
に

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
翻
訳
を
行
う
際
に
は
、
翻
訳
者
に
よ
っ
て
解

釈
の
異
な
り
う
る
、
あ
い
ま
い
な
表
現
な
い
し
不
分
明
な
表
記
、
あ
る
い
は

誤
記
さ
え
も
が
原
文
に
は
必
ず
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
う
場
合
、
翻
訳

者
は
決
断
し
て
自
分
の
見
解
を
示
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
翻
訳
者

に
と
っ
て
ま
こ
と
に
厳
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
翻
訳
者
の
持
つ
力
量

が
い
や
で
も
出
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
本
書
に
は
翻
訳
者
間
野
氏

の
豊
か
な
学
識
が
見
事
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
闘
野
氏
は
、
校
訂
本
の
刊
行
を
は
じ
め
と
す
る
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
賑

お
よ
び
バ
ー
ブ
ル
に
関
す
る
研
究
に
対
し
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の

バ
ー
ブ
ル
国
際
基
金
よ
り
バ
ー
ブ
ル
国
際
基
金
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
そ
の
校

訂
本
の
編
纂
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
苦
心
を
さ
れ
た
の
が
、
今
回
の
翻
訳

本
の
作
成
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
う
し
た
翻
訳
上
の
苦
労
は
、

例
え
ば
「
春
の
初
め
に
」
と
い
う
訳
が
ど
う
し
て
適
切
か
を
諸
訳
本
と
比
較

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
（
七
三
頁
脚
注
）
や
、
「
ユ
ル
ク
ラ
ン
の

食
事
」
と
の
訳
を
与
え
て
い
る
原
文
が
、
実
は
そ
の
読
み
も
意
味
も
不
明
の

語
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
、
他
説
を
紹
介
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
（
三
九
一
頁
脚
注
）
を
見
れ
ば
、
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
自

ず
と
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
当
時
名
文
家
の
名
を
博
し
た
バ
ー
ブ

ル
の
臣
下
シ
ャ
イ
フ
・
ザ
イ
ン
が
バ
ー
ブ
ル
の
名
に
お
い
て
起
草
し
た
カ
ー

ヌ
ワ
ー
ハ
の
戦
い
の
捷
報
が
全
文
収
録
さ
れ
て
い
る
が
（
五
〇
三
一
五
＝
二

頁
）
、
こ
の
長
大
な
勅
令
調
の
難
解
な
美
麗
文
が
見
事
な
日
本
語
に
訳
出
さ

れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
翻
訳
上
の
苦
労
の
程
に
十
分
察
し
が
っ
く
と
と
も

に
、
訳
者
の
力
量
の
尋
常
な
ら
ざ
る
こ
と
が
容
易
に
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
日
本
の
東
洋
学
の
正
統
派
的
な
伝
統
の
な
か
に
は
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ッ
シ
ユ
な

研
究
分
野
が
あ
る
が
、
本
書
の
訳
業
は
そ
う
し
た
伝
統
の
上
に
立
っ
て
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
も
訳
者
は
中
国
文
化
や
漢
字
文
化
に
関

し
て
も
深
い
理
解
が
あ
り
、
本
書
で
し
ば
し
ば
活
用
さ
れ
て
い
る
『
五
体
清

文
鑑
訳
解
』
の
編
纂
作
業
に
も
従
事
さ
れ
た
。
カ
ブ
タ
ル
（
ρ
餌
算
巴
）
を
鞍

翅
と
い
う
適
語
で
訳
さ
れ
る
と
き
に
も
（
三
〇
七
頁
）
、
そ
う
し
た
経
験
が

生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
本
文
の
解
釈
や
そ
れ
を
補
強
す
る
註
釈
に
は
、
内
外
の
最
新
の
研
究
成
果

が
援
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
文
献
を
操
る
訳
者
の
手
綱
さ
ば
き
は
、

自
由
自
在
の
如
く
で
あ
る
。

　
第
一
部
か
ら
第
三
部
に
わ
た
っ
て
丹
念
に
付
さ
れ
た
詳
細
な
注
記
は
、
都

合
三
三
〇
〇
を
越
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
合
し
て
一
書
に
編
め
ば
、
優
に
大

部
の
著
書
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
注
記
の
な
か
に
は
、
新
書
版
の
書

物
な
ら
数
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
よ
う
な
も
の
が
数
多
く
配
さ
れ
て
、
語
義
の
厳
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壁書

密
な
解
釈
や
地
理
的
、
歴
史
的
事
項
の
説
明
、
先
行
研
究
と
の
校
勘
等
が
な

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
訳
者
の
優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
感
に
よ
っ
て
、
見
事

に
長
短
所
を
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
イ
ラ
ー
ク
」
や
「
キ
ュ
レ
ゲ
ン
」
に

付
さ
れ
た
注
記
（
一
一
七
、
二
九
頁
）
を
読
む
だ
け
で
も
、
こ
れ
ら
の
注
記
の

明
解
さ
と
価
値
を
端
的
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

注
記
作
成
に
要
し
た
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
ま
た
、

訳
者
が
注
記
で
「
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
漁
猟
の
研
究
課
題
と
も
な
る
も
の

で
あ
る
。

　
訳
者
を
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
漏
の
研
究
に
駆
り
立
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
多
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
傾
注
を
持
続
さ
せ
て
き
た
も
の
は
、
一
体
何
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
秘
密
の
一
つ
は
、
バ
ー
ブ
ル
と
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
…
マ
』
そ

の
も
の
の
も
つ
魅
力
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
中
央
ア
ジ
ア
の
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
地
方
に
テ
イ
ム
ー
ル
朝
の
王
子
と
し
て
生

れ
た
バ
ー
ブ
ル
は
、
イ
ン
ド
の
地
に
ム
ガ
ル
朝
を
興
す
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
生
涯
は
実
に
波
乱
に
満
ち
て
い
た
。
そ
の
波
乱
に
満
ち
た
武
人
の
生
涯
を
、

文
人
と
し
て
の
才
覚
を
併
せ
も
つ
バ
ー
ブ
ル
自
身
が
、
関
連
し
た
諸
事
件
や

見
聞
し
た
事
項
を
回
想
し
て
正
確
、
率
直
に
記
し
た
の
が
こ
の
『
バ
イ
ブ

ル
・
ナ
ー
マ
』
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
バ
ー
ブ
ル
の
も
つ
人
間
的
魅
力
が
随

所
で
示
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ラ
ー
ト
か
ら
カ
ー
ブ
ル
に
一
隊
を
率
い
て
帰
還
す

る
際
、
豪
雲
中
の
峠
越
え
の
難
行
（
三
〇
五
－
三
〇
八
頁
）
に
お
い
て
示
さ

れ
た
バ
ー
ブ
ル
の
倫
理
性
の
高
さ
や
、
カ
ー
ブ
ル
帰
還
後
に
バ
ー
ブ
ル
が
と

っ
た
残
留
者
た
ち
の
不
実
に
対
す
る
度
量
の
大
き
さ
（
一
一
二
五
－
三
二
〇

頁
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
彼
の
魅
力
が
活
写
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
枚
挙
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
切
り
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　
バ
ー
ブ
ル
の
博
識
と
学
の
深
さ
も
傑
聾
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
彼

が
ヘ
ラ
ー
ト
の
ス
ル
タ
ー
ン
・
フ
サ
イ
ン
・
ミ
ー
ル
ザ
！
時
代
の
ア
ミ
ー
ル

た
ち
（
二
六
五
一
二
七
五
頁
）
、
学
者
た
ち
（
二
七
八
⊥
　
八
…
頁
）
、
詩
人

た
ち
（
二
八
ニ
ー
二
八
六
頁
）
等
に
与
え
た
的
確
な
評
価
を
見
れ
ば
、
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

　
叙
述
方
法
は
、
年
を
追
っ
て
バ
ー
ブ
ル
の
事
跡
を
記
し
て
い
く
編
年
体
の

ス
タ
イ
ル
を
基
本
に
し
て
い
る
が
、
重
要
な
人
物
や
土
地
の
記
述
の
と
こ
ろ

に
く
れ
ば
、
編
年
体
的
記
述
を
　
旦
止
め
て
、
そ
の
人
物
と
｝
族
、
関
係
者

た
ち
に
つ
い
て
の
記
述
、
並
び
に
そ
の
土
地
の
多
面
的
な
地
誌
的
記
述
を
集

中
的
に
行
な
い
、
そ
の
後
で
再
び
編
年
体
の
記
述
に
戻
る
と
い
う
方
法
を
と

っ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
合
理
的
で
あ
り
、
効
果
的
で
も
あ
る
。

　
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
臨
を
読
ん
で
い
る
と
、
物
資
や
富
の
調
達
方
法
が
、

バ
ー
ブ
ル
の
活
動
舞
台
が
中
央
ア
ジ
ア
の
遊
牧
世
界
か
ら
南
ア
ジ
ア
の
農
耕

社
会
に
移
動
し
て
い
く
に
従
っ
て
、
遊
牧
畏
的
略
奪
方
式
か
ら
農
平
民
的
徴

税
方
式
へ
と
変
化
し
て
い
く
様
子
が
よ
く
分
か
る
。
バ
ー
ブ
ル
は
「
こ
の
よ

う
に
山
か
ら
山
へ
略
奪
・
劫
平
し
つ
つ
、
領
地
も
土
地
も
な
く
さ
ま
よ
い
暮

ら
し
て
い
る
の
は
勧
め
ら
れ
た
事
で
は
な
い
」
（
…
五
六
頁
）
と
述
懐
は
し

て
い
る
が
、
「
私
は
…
略
葱
の
仕
事
に
出
か
け
た
」
（
一
七
〇
頁
）
と
い
う
よ

う
に
、
自
ら
率
先
し
て
嵐
か
け
た
り
、
部
下
に
命
じ
た
り
し
な
が
ら
、
略

奪
・
襲
撃
を
続
け
た
。
故
国
を
追
わ
れ
た
彼
に
は
、
こ
の
方
法
が
物
資
や
富

を
獲
得
す
る
最
も
有
効
な
道
で
あ
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
移
っ
て
も
、

こ
の
方
法
が
蕃
本
的
に
は
続
け
ら
れ
る
（
例
え
ば
二
二
六
一
二
二
七
頁
）
。

た
だ
し
、
カ
ー
ブ
ル
を
拠
点
に
し
て
豊
か
な
イ
ン
ド
世
界
の
一
端
に
襲
撃
を

繰
り
返
す
よ
う
に
な
る
と
、
略
奪
方
式
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

税
を
課
し
て
納
め
な
い
と
、
懲
罰
の
た
め
に
進
軍
し
て
黒
門
頭
の
羊
を
献
上
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さ
せ
た
り
、
ア
フ
ガ
！
ン
諸
族
の
有
力
者
た
ち
を
赦
し
て
税
を
羊
四
千
頭
と

定
め
、
有
力
者
た
ち
に
は
長
衣
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
徴
税
入
を
派
遣
し
て
徴

税
し
た
り
す
る
方
式
（
三
八
九
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
過
渡
的
な
方
式
は
～
五

〇
七
年
の
第
二
次
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
！
ン
遠
征
計
画
の
こ
ろ
か
ら
顕
著
と
な
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
北
イ
ン
ド
を
支
配
下
に
お
く
よ
う
に
な
る
と
、
農
耕

民
か
ら
地
租
と
し
て
貨
幣
を
徴
収
す
る
方
式
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
。
栄

誉
の
長
衣
の
授
与
の
頻
発
や
謁
見
の
儀
式
と
い
っ
た
皇
帝
権
の
威
厳
を
示
す

装
置
の
複
雑
化
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化
と
対
応
し
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た

バ
ー
ブ
ル
の
酒
宴
が
増
加
し
、
一
昼
夜
に
も
わ
た
っ
て
飲
酒
を
続
け
る
よ
う

な
場
合
（
三
九
四
頁
）
さ
え
生
ず
る
よ
う
に
な
る
の
も
、
こ
の
安
全
で
実
入

り
の
多
い
徴
税
方
式
へ
の
変
化
と
対
応
し
て
い
た
よ
う
に
、
私
に
は
見
え
る
。

　
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ム
ガ
ル
朝
史
研
究
の
中
心
的
位
置
を
占
め
る
、
イ
ン

ド
の
ア
リ
ー
ガ
ル
大
学
に
拠
っ
た
い
わ
ゆ
る
ア
リ
ー
ガ
ル
学
派
の
研
究
者
た

ち
は
、
総
じ
て
バ
ー
ブ
ル
時
代
へ
の
研
究
関
心
が
比
較
的
に
薄
い
と
い
わ
れ

て
い
る
。
確
か
に
、
ア
リ
ー
ガ
ル
学
派
の
研
究
者
た
ち
は
ア
ク
バ
ル
時
代
か

ら
ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ
ー
ブ
時
代
ま
で
を
主
要
な
研
究
対
象
の
時
期
と
す
る
場
合

が
、
圧
倒
的
に
多
い
よ
う
だ
。
何
故
そ
う
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
バ
ー
ブ
ル
の
も
つ
中
央

ア
ジ
ア
的
性
格
の
濃
厚
さ
や
、
右
に
述
べ
た
略
奪
や
襲
撃
、
遠
征
と
い
っ
た

事
象
が
、
現
代
イ
ン
ド
の
社
会
的
少
数
派
と
し
て
の
ム
ス
リ
ム
出
身
者
が
多

い
ア
リ
ー
ガ
ル
学
派
の
研
究
者
た
ち
に
、
心
理
的
な
回
避
要
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
間
野
氏
に
よ
る
校
訂
本
の
公
刊
を
は
じ
め
と

す
る
一
連
の
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
研
究
は
、
今
後
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
も

～
層
注
目
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
我
が
国
で
も
、
近
い
将
来
本
書
が
文
摩
本
と
し
て
再
刊
さ
れ
、
～
般
読
者

に
も
入
手
し
や
す
い
も
の
と
な
れ
ば
、
学
界
の
み
な
ら
ず
読
書
界
に
お
い
て

も
大
き
な
稗
益
を
受
け
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
よ
う
に

原
語
の
多
く
を
カ
ナ
表
記
せ
ざ
る
を
え
ず
、
ロ
ー
マ
字
表
記
等
も
多
用
す
る

翻
訳
書
は
、
漢
字
表
記
で
事
足
り
る
も
の
に
比
べ
れ
ば
、
表
記
の
統
一
や
誤

植
・
誤
記
の
防
止
の
た
め
に
、
そ
の
何
倍
に
も
相
当
す
る
注
意
力
を
注
ぐ
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
万
全
を
期
す
こ
と
は
至
難
の

技
で
あ
る
。
近
い
う
ち
に
文
庫
版
な
い
し
本
書
の
再
版
が
上
梓
さ
れ
る
と
き

に
は
、
今
回
ま
ぎ
れ
込
む
こ
と
を
避
け
え
な
か
っ
た
誤
植
等
を
訂
正
さ
れ
る

よ
う
希
望
す
る
。
そ
の
際
、
む
さ
さ
び
（
飛
び
り
す
　
二
＝
一
頁
）
、
濾
血

（
放
血
　
二
四
一
二
、
三
七
四
頁
）
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
（
仏
教
寺
院
　
五
四

二
頁
）
、
神
像
（
仏
像
　
五
四
四
頁
）
等
も
そ
れ
に
加
え
て
い
た
だ
け
る
と

有
り
難
い
。

蕊

　
も
う
～
つ
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
最
後
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
で
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ー
ン
を
概
観
し
た
と
こ

ろ
で
、
イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
時
の
計
り
方
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
（
四

六
四
－
四
六
五
頁
）
。
イ
ン
ド
人
は
昼
夜
を
そ
れ
ぞ
れ
四
パ
フ
ル
（
窓
訂
）

に
区
分
し
、
ま
た
一
昼
夜
を
六
〇
ガ
リ
ー
（
σ
q
鋤
轟
）
に
区
分
す
る
。
ガ
リ
ー

は
時
を
計
る
カ
ッ
プ
時
計
を
も
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
容
器
を
水
槽

に
置
き
、
そ
れ
が
水
で
一
杯
に
な
る
と
、
高
み
に
吊
さ
れ
た
大
皿
状
の
青
銅

製
の
ガ
ル
ヤ
ー
ル
（
σ
q
鋤
蔓
巴
）
を
、
ガ
ル
ヤ
ー
リ
ー
（
α
Q
p
蔓
馳
H
）
と
呼
ば
れ

る
人
々
が
叩
い
て
時
を
知
ら
せ
る
、
と
。
バ
ー
ブ
ル
は
、
こ
の
ガ
ル
ヤ
ー
ル
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評書

を
叩
い
て
時
を
知
ら
せ
る
方
法
に
改
善
を
命
じ
、
夜
中
で
も
何
パ
フ
ル
の
何

か
リ
ー
で
あ
る
か
が
容
易
に
聞
き
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
、
と
述
べ
て
い

る
Q
　
右
の
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
の
記
述
内
容
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一

パ
フ
ル
は
三
時
間
、
　
ガ
リ
ー
は
二
四
分
で
あ
る
。
パ
フ
ル
は
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
の
プ
ラ
ハ
ラ
（
℃
三
訂
類
）
か
ら
来
た
こ
と
ば
で
、
打
、
撞
打
、
更
、

巡
な
ど
と
漢
訳
さ
れ
る
。
現
代
語
で
は
パ
ハ
ル
、
（
冨
訂
門
）
と
発
音
さ
れ
る

場
合
が
多
い
よ
う
で
、
ニ
パ
ハ
ル
（
傷
。
℃
讐
鋤
「
　
正
午
、
　
一
二
時
の
意
）
、

第
三
パ
ハ
ル
（
募
鍾
冨
訂
【
午
後
の
意
）
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
の

用
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
昼
の
パ
フ
ル
（
パ
ハ
ル
）
は
一
パ
フ
ル
、
ニ
パ

フ
ル
、
三
パ
フ
ル
、
四
パ
フ
ル
と
い
う
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
午
前
九
時
、
正
午
、

午
後
三
時
、
午
後
六
時
を
指
し
、
第
｝
パ
フ
ル
、
漫
評
パ
フ
ル
、
第
三
パ
フ

ル
、
第
四
パ
フ
ル
と
い
う
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
午
箭
六
時
か
ら
九
時
ま
で
、
午

前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
、
正
午
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
午
後
三
時
か
ら
六
時

ま
で
を
指
し
て
い
た
よ
う
だ
。
夜
の
パ
フ
ル
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
パ

フ
ル
は
も
と
も
と
三
時
間
毎
に
刻
ま
れ
る
時
刻
を
意
味
す
る
場
合
と
、
三
時

間
の
幅
を
持
つ
時
間
を
意
味
す
る
場
合
と
の
両
方
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　
『
ア
ク
バ
ル
会
典
魅
で
も
、
ガ
リ
ヤ
ー
ル
（
α
q
黒
身
鋤
）
に
つ
い
て
述
べ

た
と
こ
ろ
で
、
イ
ン
ド
の
時
の
計
り
方
を
説
明
し
、
バ
ー
ブ
ル
の
指
示
し
た

改
善
策
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
の
で
、
少
し
長
い
が
こ
こ
で
そ
れ
を
紹
介

し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
〔
ガ
リ
ヤ
ー
ル
は
〕
七
種
の
合
金
か
ら
な
る
フ
ラ
イ
パ
ン
の
よ
う
な
丸

　
　
い
形
を
し
て
い
る
が
、
も
っ
と
部
厚
い
。
大
小
の
も
の
が
作
ら
れ
て
、

　
　
吊
り
下
げ
ら
れ
る
。
皇
帯
の
命
令
が
な
い
限
り
、
何
人
も
こ
れ
を
打
ち

鳴
ら
し
て
は
い
け
な
い
。
〔
こ
れ
を
打
ち
鳴
ら
す
に
は
〕
威
厳
さ
も
求

め
ら
れ
る
。
イ
ン
ド
の
賢
者
は
昼
夜
そ
れ
ぞ
れ
を
四
区
分
し
、
各
区
分

を
パ
フ
ル
と
呼
ん
で
い
る
。
〔
パ
フ
ル
は
〕
大
概
の
町
に
お
い
て
九
ガ

リ
ー
（
α
q
冨
H
H
）
よ
り
多
く
は
な
く
、
六
ガ
リ
ー
よ
り
少
な
く
は
な
い
。

ガ
リ
ー
は
一
昼
夜
の
六
〇
分
の
｝
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
六
〇
に
区
分

さ
れ
、
各
区
分
は
パ
ル
（
腿
同
）
と
呼
ば
れ
る
。
パ
ル
は
さ
ら
に
六
〇

の
ビ
パ
ル
（
げ
首
巴
に
区
分
さ
れ
る
。

　
時
の
進
み
具
合
を
知
り
、
こ
れ
を
伝
え
る
た
め
に
、
銅
そ
の
他
で
も

っ
て
一
〇
〇
タ
ー
ン
グ
（
課
口
σ
q
　
～
タ
ー
ン
グ
は
こ
四
〇
分
の
｝
セ
ー

ル
。
ア
ク
バ
ル
時
代
の
セ
ー
ル
で
計
算
す
る
と
、
　
○
○
タ
ー
ン
グ
は

約
二
六
〇
グ
ラ
ム
）
の
重
量
の
容
器
が
作
ら
れ
る
。
こ
の
容
器
は
、
古

い
忠
義
者
が
詩
で
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
、
ペ
ル
シ
ア
語
で
は
ピ
ン
ガ
ー

ン
（
弓
5
σ
q
細
目
）
と
呼
ば
れ
る
。
対
句
。

　
こ
の
世
で
汝
は
ど
う
し
ょ
う
と
い
う
の
か

　
ピ
ン
ガ
ー
ン
で
計
れ
る
間
し
か
な
い
と
い
う
の
に

そ
れ
は
酒
杯
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
が
、
口
の
と
こ
ろ
（
紆
冨
”
）

が
や
や
狭
く
な
っ
て
お
り
、
高
さ
も
幅
も
＝
…
藤
葛
（
睾
α
Q
ロ
ω
算
　
一

ア
ン
グ
シ
ュ
ト
は
約
ニ
セ
ン
チ
メ
…
ト
ル
）
で
あ
る
。
底
に
は
小
孔
が

開
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
重
さ
一
マ
ー
シ
ャ
ー
（
ヨ
餌
。
。
訂
　
～
マ
ー

シ
ャ
ー
は
○
・
六
五
グ
ラ
ム
）
、
長
さ
五
指
幅
の
金
の
管
が
通
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
、
風
や
振
動
の
妨
害
を
受
け
な
い
と
こ
ろ
で
、
真
水
を

一
杯
に
は
っ
た
金
搬
に
浮
か
べ
る
。
水
で
満
た
さ
れ
る
と
、
一
ガ
リ
…

経
つ
こ
と
に
な
る
。
遠
近
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
か
の
七
種
の
合
金

〔
の
ガ
リ
ヤ
ー
ル
〕
が
～
度
鳴
ら
さ
れ
る
。
ニ
ガ
リ
i
経
つ
と
二
度
鳴

ら
さ
れ
る
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
一
パ
フ
ル
経
つ
と
、
経
過
し
た
ガ
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リ
ー
数
に
応
じ
て
は
じ
め
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
そ
し
て
一
層
明
瞭
に
一

　
　
回
な
い
し
四
回
打
ち
鳴
ら
さ
れ
て
、
何
パ
フ
ル
で
あ
る
か
が
示
さ
れ
る
。

　
　
各
パ
フ
ル
が
八
ガ
リ
ー
の
場
合
、
ニ
パ
フ
ル
の
時
に
は
二
六
回
打
ち
鳴

　
　
ら
さ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
ド
ウ
ス
・
マ
カ
ー
ニ
ー

　
　
（
閃
貯
伍
磐
ω
竃
餌
訂
鼠
　
バ
ー
ブ
ル
の
設
号
）
帝
は
自
ら
の
回
顧
録

　
　
（
≦
留
ρ
一
、
簿
）
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
パ
フ
ル

　
　
が
終
わ
っ
て
何
が
し
か
の
ガ
リ
ー
が
経
過
す
る
と
、
そ
の
ガ
リ
ー
の
数

　
　
だ
け
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
て
、
過
ぎ
去
っ
た
パ
フ
ル
が
知
ら
さ
れ
て
い
な

　
　
か
っ
た
の
で
、
余
は
パ
フ
ル
数
を
少
し
間
を
お
い
て
打
ち
鳴
ら
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
う
に
命
じ
た
」
と
。

　
ま
た
、
大
阪
外
国
語
大
学
客
員
教
授
の
タ
バ
ッ
ス
ム
・
カ
ー
シ
ュ
ミ
ー

リ
i
氏
よ
り
教
示
を
得
た
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
の
辞
書
で
は
、
ガ
リ
ヤ
ー
ル

（
σ
q
ゲ
鎖
蔓
巴
に
つ
い
て
、
「
真
鍮
そ
の
他
で
で
き
た
円
盤
で
、
こ
れ
を
木

槌
で
打
っ
て
鳴
ら
す
。
普
通
、
門
衛
楽
な
い
し
貴
族
の
邸
宅
で
～
時
間
毎
に

鳴
ら
す
」
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ガ
リ
ヤ
ー
ル
の
ボ
ウ
ル

（
α
q
戯
書
魁
訂
ζ
耳
餌
）
つ
ま
り
ガ
リ
ー
の
容
器
に
つ
い
て
は
、
「
底
に
小

さ
な
孔
が
付
け
て
あ
る
ボ
ウ
ル
で
、
水
を
は
っ
た
艶
に
こ
れ
を
置
く
と
、
一

時
問
（
α
q
げ
き
富
）
の
う
ち
に
ボ
ウ
ル
は
水
で
満
た
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に

ボ
ウ
ル
が
沈
む
と
、
ガ
リ
ヤ
ー
ル
が
鳴
ら
さ
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
辞
書
は
、
匹
パ
ハ
ル
（
α
。
窟
ご
叫
）
を
正
午
と
す
る
実
に
多
く
の

例
文
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
バ
ー
ブ
ル
は
パ
フ
ル
に
対
応
す
る
ペ
ル
シ
ア
語
の
パ
ー
ス
（
唱
留
）
も
使

用
し
、
昼
は
パ
フ
ル
、
夜
は
パ
ー
ス
と
使
い
分
け
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ

れ
ら
の
用
語
お
よ
び
ガ
リ
ー
を
用
い
た
時
間
お
よ
び
時
刻
の
表
示
に
つ
い
て
、

本
書
で
は
、
例
え
ば
ニ
パ
ー
ス
近
く
（
五
四
頁
下
六
行
）
を
午
前
○
時
こ
ろ

と
注
記
し
、
第
三
パ
フ
ル
の
六
ガ
リ
ー
（
五
六
六
頁
下
二
行
）
を
午
前
二
時

…
五
分
と
注
記
し
、
第
一
パ
フ
ル
（
五
七
九
頁
下
七
行
）
を
午
前
六
時
－
九

時
と
注
記
し
、
夜
の
第
～
パ
フ
ル
の
六
ガ
リ
ー
過
ぎ
（
五
九
〇
頁
七
行
）
を

午
後
八
時
一
五
分
と
注
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
正
確
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
な
か
に
は
例
え
ば
昼
の
一
パ
フ
ル
時
（
五
四
五
頁
下
五

行
）
を
午
前
六
時
と
注
記
し
、
第
ニ
パ
フ
ル
（
五
六
三
頁
八
行
）
を
午
前
九

時
と
注
記
し
、
第
三
パ
フ
ル
（
五
六
六
頁
下
｝
行
、
五
九
二
頁
～
四
行
）
を

正
午
と
注
記
し
、
夜
の
三
パ
ー
ス
（
五
九
工
頁
下
三
行
）
お
よ
び
第
三
パ
ー

ス
（
六
〇
四
頁
下
六
行
）
を
い
ず
れ
も
午
前
零
時
と
注
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
実
は
こ
こ
に
例
示
と
し
て
挙

げ
た
対
応
時
刻
、
時
間
の
表
示
は
、
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
の
訳
書
で
も
同
じ
よ
う

に
な
さ
れ
て
い
る
。

　
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
と
並
ん
で
、
本
轡
で
し
ば
し
ば
比
較
、
参
照
さ
れ
て
い
る

バ
ケ
グ
ラ
モ
ン
と
サ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
訳
書
で
は
、
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
の
よ
う
な

対
応
時
刻
、
時
間
の
表
示
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
バ
ケ
グ
ラ
モ
ン

は
パ
フ
ル
を
ラ
テ
ン
語
の
ヴ
ィ
ジ
リ
ア
（
鼠
σ
q
濠
鋤
）
に
起
源
を
も
つ
ヴ
エ
イ

ユ
（
く
Φ
謹
Φ
）
で
表
わ
し
、
ガ
リ
ー
は
ゲ
リ
…
（
σ
q
巴
）
と
し
て
そ
の
ま
ま

使
用
し
て
お
り
、
一
方
サ
ッ
ク
ス
ト
ン
は
、
パ
フ
ル
に
対
し
て
は
ヴ
ェ
イ
ユ

　
　
　
ニ
ロ
つ

同
様
に
更
の
意
を
も
つ
ウ
ォ
ッ
チ
（
乏
象
。
げ
）
な
る
訳
語
を
当
て
、
ガ
リ
ー

は
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
翻
訳
の
仕
方
は
、
時
刻
、
時
間
の

表
示
に
お
い
て
詳
し
さ
に
欠
け
る
が
、
あ
る
意
味
で
は
安
全
で
あ
る
。
ベ
ヴ

ァ
リ
ッ
ジ
も
ウ
ォ
ッ
チ
と
ガ
リ
ー
の
用
語
を
用
い
て
訳
し
て
い
た
が
、
同
時

に
対
応
す
る
時
刻
、
時
問
も
併
記
し
て
い
た
。
間
野
氏
が
多
く
参
照
し
た
こ

の
べ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
の
パ
フ
ル
、
ガ
リ
ー
の
解
釈
に
は
、
時
と
し
て
正
確
さ
に

欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
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